
省

令
告

示

平成™œ年™月˜ 日 火曜日 第œ ŸŸ号官 報

〔
政
治
資
金
団
体
〕
の
部
国
民
改
革
協
議
会
の
う
ち
５

中「

中
外
製
薬

j

2¶
6
5
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区

」
を

「V 上
中
外
製
薬

j

2¶
6
5
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区

」に
改
め
る
。

〔
そ
の
他
の
政
治
団
体
〕
の
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会

北
海
道
本
部
の
う
ち
１
中

「収
入
総
額

1
3
0¶
3
2
6

前
年
繰
越
額

1
0
0¶
2
8
2

を

本
年
収
入
額

3
0¶
0
4
4

」

「収
入
総
額

1
3
0¶
3
0
8

前
年
繰
越
額

1
0
0¶
2
2
6

に
改
め
、

本
年
収
入
額

3
0¶
0
8
2

」

同
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
の
う
ち
３
中

「そ
の
他
の
収
入

3
4

一
件
十
万
円
未
満
の

3
4

を

も
の

」

「そ
の
他
の
収
入

7
2

一
件
十
万
円
未
満
の

7
2

に
改
め
、

も
の

」

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
八
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
十
四

項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に

規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物

及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び

同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定

め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号

と
し
、
第
十
八
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
、
第
三
十
三
号
を
削
り
、
第
三
十
四
号
を
第
三
十

二
号
と
し
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
二
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
四
十
九
号
及
び
第
五
十
号
を
削
り
、

第
五
十
一
号
を
第
四
十
七
号
と
し
、
第
五
十
二
号
か
ら
第

六
十
八
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
六
十
九
号
を

削
り
、
第
七
十
号
を
第
六
十
五
号
と
し
、
第
七
十
一
号
か

ら
第
九
十
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
九
十
一
号

を
削
り
、
第
九
十
二
号
を
第
八
十
六
号
と
し
、
第
九
十
三

号
か
ら
第
九
十
九
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支

に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
国
民
改
革
協
議
会
及
び
日

本
国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
か
ら
訂
正
の
報
告
が

あ
っ
た
の
で
、同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
五
百
十
号
（
政
治
資
金
規
正

法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
十
九
年
分
）
を
公
表
す

る
件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

〔
政
治
資
金
団
体
〕
の
部
国
民
改
革
協
議
会
の
う
ち
５

中

「
中
外
製
薬

j

5
5
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区
」

を

「
中
外
製
薬

j

5
5
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区
」

に
改
め
る
。

〔
そ
の
他
の
政
治
団
体
〕
の
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会

北
海
道
本
部
の
う
ち
１
中

「
収
入
総
額

1
1
0¶
0
9
1」

を

「
収
入
総
額

1
1
0¶
1
4
5」

に
、

「
本
年
収
入
額

6
0¶
0
9
1」

を

「
本
年
収
入
額

6
0¶
1
4
5」

に
改
め
、

同
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
の
う
ち
３
中

「
そ
の
他
の
収
入

1
1

一
件
十
万
円
未
満
の

1
1

を

も
の

」
「
そ
の
他
の
収
入

6
5

一
件
十
万
円
未
満
の

6
5

に
改
め
る
。

も
の

」

〇
総
務
省
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支

に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
国
民
改
革
協
議
会
及
び
日

本
国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
か
ら
訂
正
の
報
告
が

あ
っ
た
の
で
、同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
八
号
（
政
治
資

金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報

告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
二
十
年
分
）
を

公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

〔
政
治
資
金
団
体
〕
の
部
国
民
改
革
協
議
会
の
う
ち
５

中

「
中
外
製
薬

j

1¶
1
1
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区
」

を

「
中
外
製
薬

j

1¶
1
1
0¶
0
0
0
都
・
中
央

区
」

に
改
め
る
。

〔
そ
の
他
の
政
治
団
体
〕
の
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会

北
海
道
本
部
の
う
ち
１
中

「
収
入
総
額

1
0
2¶
8
0
2

前
年
繰
越
額

1
0
0¶
0
1
1

を

本
年
収
入
額

2¶
7
9
1」

「
収
入
総
額

1
0
2¶
7
4
6

前
年
繰
越
額

1
0
0¶
0
6
5

に
改
め
、

本
年
収
入
額

2¶
6
8
1」

同
部
日
本
国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
の
う
ち
３
中

「
そ
の
他
の
収
入

2
7
1

一
件
十
万
円
未
満
の

2
7
1

を

も
の

」
「
そ
の
他
の
収
入

1
6
1

一
件
十
万
円
未
満
の

1
6
1

に
改
め
る
。

も
の

」

〇
総
務
省
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支

に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
国
民
改
革
協
議
会
、
日
本

国
政
財
官
調
査
会
北
海
道
本
部
及
び
未
来
会
議
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示

第
四
百
二
十
七
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政

治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で

要
旨
（
平
成
二
十
一
年
分
）
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を

次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
六
十
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
一
条
の
三

平
成
二
十
五
年
度
及
び
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
第
百
三
十
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
百
三
十
五
条
の
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
か
ら
ホ
」
と
あ
る
の

は
「
か
ら
ヌ
」
と
、「
国
庫
補
助
」
と
あ
る
の
は
「
国
庫
補
助
及
び
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
。
以
下
「
特
別
法
」
と
い
う
。）第
五
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
」
と
、「
ホ

特
例
措
置
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
ホ

特
例
措
置
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
の
額

ヘ

特
別
法
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
算
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
入
院
時
食
事
療
養
費
の
額

ト

特
別
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
算
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
入
院
時
生
活
療
養
費
の
額

チ

特
別
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
算
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額

リ

特
別
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
算
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
療
養
費
の
額

ヌ

特
別
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
算
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
家
族
療
養
費
の
額

」
と
、
第
百
三

十
五
条
の
七
第
一
号
イ
中
「
国
庫
補
助
」
と
あ
る
の
は
「
国
庫
補
助
及
び
特
別
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
国
庫
補
助
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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